
1011
各消防団への連絡・お問い合わせは最終ページ（窓口一覧ページ）をご覧ください。

　春季・秋季の火災予防週間には、ショッピングセンターでチラシやト
イレットペーパーを配布しながら、住宅用火災警報器の設置や火の用
心の呼びかけをしています。団員たちは、毎年消防署で行われている救
命講習を受講し、災害時における適切かつ迅速な対応力の向上を目指
しています。

市消防団のボーリング大会

氷見市消防団
団員： 10名
設立: 平成17年10月

あなたの街の女性消防団

ここにはキャプションが入ります。

　広報車を使った火災予防広報を毎月２回実施しています。実施にあ
たっては、市内の8地区の団員がエリアを越えて３人１組となり活動す
ることで、日頃から地域の状況などの情報交換も円滑に行えていま
す。また、高齢者宅への防火診断時に、部屋に飾れるストラップを作成
し配布することで、日常の予防意識を高めています。

　女性消防団員の活動内容の充実や活性化、相互の連携・強化と親睦を深めることを目的として平成18年11月に富山県
女性消防団員連絡協議会が設立されました。市町村の垣根を越えた様々な活動を通して、仲間と交流を深めています。

・総会・交流会（協議会の活動内容の決定と交流を目的として６月に開催）・研修会（各女性消防団の活動の場と
して12月に開催）・全国大会への派遣（全国の女性消防団員の交流や消防団活動などの知識習得とを図るた
め、全国女性消防団員活性化大会や消防団幹部候補中央特別研修へ女性消防団員を派遣）

南砺市消防団 なんとレディー分団
団員： 31名
設立: 平成17年9月

　毎年6月に庄川舟戸橋付近で開催される観光祭では、子供たちを警備車輌
に乗せたり、消防自動車の内部を見せたりなどの交流を通して、消防団の活
動を紹介しています。また、毎月20日と春季・秋季火災予防週間、歳末特別警
戒期間などに実施する火災予防広報では、市内4地区の団員が地区ごとに活
動することで、日頃の状況を把握し、地域住民の安心・安全を守っています。

保育所での防火教室（ゆず太、ゆず香）

砺波市消防団 ひまわり分団
団員： 15名
設立: 平成14年5月

ここにはキャプションが入ります。

年に１回団員による研修会を実施。
防災ヘリの見学にも行きました。

　平成3年から週に1度、2人1組で広報車に乗り、団員の声で地域住
民に火の用心を呼びかけています。また、毎年火災予防に関する標語
を地域の人々から募り、優秀作品10点を短冊にして配布しています。
春と秋の火災予防週間には、牛乳パックで作るギフトボックスにお菓
子を詰め、標語と一緒にひとり暮らしの高齢者宅へ届けています。

高齢者宅へのギフト作り

砺波市消防団 女性第一分団
団員： 32名
設立: 平成3年4月

ここにはキャプションが入ります。ここにはキャプションが入ります。

★定例会
★救急講習、防災訓練
★ひとり暮らし高齢者宅への防火訪問
★体育訓練大会（パットゴルフ）
★全国女性消防団員活性化大会への参加など

その他の活動

★ひとり暮らし高齢者宅への防火訪問
★スーパー、ドラックストアでの火災予防PR
★保育所、小学校、福祉施設での防火教室（寸劇）
★市の消防行事や地区の防災訓練への参加
★毎月20日定例会
★全国女性消防団員活性化大会への参加など

その他の活動

★消防に関する各行事の司会
★市の消防行事等への参加
★全国女性消防団員活性化大会への参加など

その他の活動

★地域での救命講習のサポート
★ショッピングセンターでの火災予防PR
★消防に関する各行事の司会
★市の行事・各地域の訓練の参加
★全国女性消防団員活性化大会への参加など

その他の活動

ここにはキャプションが入ります。ここにはキャプションが入ります。

　“きらり”の愛称で地域の防火・防災活動に取り組むのは、年齢も職
業も異なる市内13地区の女性達。毎年、６月の津沢夜高祭りでは子供
達と行燈を製作、７月の源平火牛祭りでは創作ダンスで火の用心を呼
びかけるなど、家族や地域が一丸となり防災意識の啓発に取り組んで
います。活動に使う拍子木や紙芝居の舞台も、地元大工の手作りです。

小矢部市消防団 女性分団
団員： 15名
設立: 平成17年7月

男性消防団とのドッジボール大会。
お揃いのTシャツで挑みました。

★3B体操による体力づくり
★救命救急講習、防災訓練
★公民館まつりの参加
★保育園・幼稚園、ひとり暮らし
　高齢者宅への防火訪問
★全国女性消防団員活性化大会への参加など

その他の活動

ここにはキャプションが入ります。ここにはキャプションが入ります。
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広報車で火の用心の呼びかけ 火災予防広報

広報車による火災予防広報 ひとり暮らし高齢者宅への訪問ひとり暮らし高齢者宅への訪問 お手製の行燈で地域の火災予防を祈願。

広報車による火災予防広報 小学校での防火教室

秋季火災予防広報活動

　毎月２回の一般家庭の防火診断を消防署員とともに実施しています。
家庭に潜む危険の発見と合せて住宅用火災警報器設置の必要性を喚起
しながら、「火の用心」を呼びかけています。また、「いのちのバトン」を寸
劇にまとめ、地域のケーブルテレビに放映されたことで、救急要請者の情
報の重要性について多くの方に理解していただくことができました。

射水市消防団
団員： 39名
設立: 平成21年6月

操法大会での整列

★救命講習でのサポート
★市の消防行事等への参加など

その他の活動

出初式での放水

富山県女性消防団員連絡協議会について

主な年間行事

CHECK！


